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四
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（
質
問
の 

一
二
〇
） 

答

弁

第

一

二

〇

号 

    

衆
議
院
議
員
井
上
良
二
君
提
出
小
麦
粉
等
の
品
質
並
び
に
価
格
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
一
〇
六
号 

昭
和
二
十
五
年
四
月
十
八
日 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



四 

昭
和
二
十
五
米
穀
年
度
の
米
穀
の
需
給
事
情
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
四
年
産
米
は
昭
和
二
十
三
年
産
米
の
供
出
実
績

に
比
し
約
二
〇
〇
万
石
の
減
と
な
る
見
込
で
あ
る
が
、
需
要
の
面
に
お
い
て
は
、
農
家
配
給
の
増
、
一
般
消
費
者
の
人
口

増
に
よ
る
需
要
増
の
要
因
が
あ
り
、
昨
年
通
り
の
米
喰
率
を
維
持
す
る
た
め
に
は
三
六
四
万
石
程
度
の
外
米
に
依
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
実
情
に
あ
る
。
し
か
し
て
そ
の
う
ち
韓
国
米
六
七
万
石
が
輸
入
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
約
三
〇
〇
万
石
は

南
方
米
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

三 

右
に
よ
つ
て
若
し
小
麦
粉
の
価
格
が
下
れ
ば
そ
の
第
二
次
製
品
の
価
格
も
当
然
下
る
こ
と
に
な
る
。 

一 

小
麦
の
製
粉
歩
留
に
つ
い
て
は
、
二
十
五
年
五
月
一
日
以
降
外
麦
八
〇
％
、
内
麦
七
八
％
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
旧

歩
留
製
品
の
処
分
が
進
捗
す
る
に
伴
い
新
歩
留
製
品
を
配
給
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

二 

精
米
に
対
す
る
小
麦
粉
、
精
麦
等
の
対
米
価
比
率
に
つ
い
て
は
、
食
糧
管
理
特
別
会
計
の
負
担
力
、
精
米
価
格
負
担
力
、

各
食
糧
品
価
格
間
の
バ
ラ
ン
ス
等
の
関
係
を
考
慮
し
て
目
下
検
討
中
で
あ
る
。 

小
麦
粉
等
の
品
質
並
び
に
価
格
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

四 

こ
れ
ら
南
方
米
は
消
費
県
に
お
い
て
配
給
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
農
林
省
に
お
い
て
は
消
費
県
に
お
け

る
南
方
米
の
配
給
を
極
力
地
域
的
に

均
化(

四
月
以
降
毎
月
四
日
乃
至
五
日)

す
る
た
め
、
国
内
産
米
の
供
給
高
需
要
高

を
綜
合
勘
案
の
上
国
内
産
米
及
び
韓
国
米
の
移
動
を
計
画
的
に
実
施
し
て
お
る
次
第
で
あ
る
。 

価
格
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
二
と
同
様
に
内
地
米
に
対
す
る
価
格
比
の
低
下
に
つ
い
て
研
究
中
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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